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親
の
プ
ラ
イ
ド
、
子
の
心
に
悪
影
響

帽
子
や
日
傘
、サ
ン
グ
ラ
ス
を 親

の
メ
ン
タ
ル
の
問
題
が
子
ど
も

の
心
の
ト
ラ
ブ
ル
と
し
て
表
面
化

し
て
い
る
こ
と
も
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が
開
い
て
よ
り
多
く
の
光
を

取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
。「紫

外
線
を
よ
り
多
く
目
に
取
り

込
ん
で
し
ま
う
危
険
性
が
あ

る
た
め
、
Ｕ
Ｖ
カ

ッ
ト
効
果

の
あ
る
サ
ン
グ
ラ
ス
を
選
び

ま
し
よ
う
」

‥一　
然
治
癒
し
ま
す
」
と
有
田
医

あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ィ安

全
性
も
重
視
し
た
い
。

一　
師
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
に
注
意
が
必
要
な
の
は

雑
貨
店
に
あ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ

一　
　
一
方
、
慢
性
疾
患
に
は
自

有
内
障
だ
。
中
年
以
降
に
発

ン
サ
ン
グ
ラ
ス
で
は
な
く
、

一　
内
障
や
、
自
目
の
組
織
が
異

症
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、　
折
れ
に
く
い
素
材
や
構
造
が

一　
常
に
増
殖
し
て
黒
目
の
方

へ
　
「強
い
紫
外
線
を
小
児
期
か

工
夫
さ
れ
た
子
ど
も
用
の
サ

一　
伸
び
て
く
る
翼
状
片

（
よ
く

ら
浴
び
続
け
る
と
、
日
の
水
一
ン
グ
ラ
ス
を
扱
う
眼
鏡
専
門

一　
じ
ょ
う
へ
ん
）
（
加
齢
に
よ

晶
体
に
ダ
メ
ー
ジ
が
蓄
積

店
で
購
入
す
る
の
が
望
ま
し

‥
ぃ　
っ
て
網
膜
の
中
心
に
あ
る
黄

し
、
発
症
が
早
ま
る
可
能
性

い
。

▽
白
内
障
リ
ス
ク
が
増
大

り
、
涙
が
出
た
り
と
い

っ
た

斑

（
お
う
は
ん
）
部
に
異
常

が
あ
る
」
。

猛
暑
下
で
は
、
強
い
紫
外
線
か
ら
目
を
守
る
対
策

が
求
め
ら
れ
る
。
日
の
保
護
に
は
サ
ン
グ
ラ
ス
が
効

果
的
だ
が
、
国
内
で
の
着
用
率
は
依
然
低
い
。
特
に

子
ど
も
の
目
の
紫
外
線
対
策
は
遅
れ
て
い
る
。
伊
藤

医
院

（
さ
い
た
ま
市
）眼
科
の
有
田
玲
子
副
院
長
は
、

帽
子
や
日
傘
、サ
ン
グ
ラ
ス
な
ど
の
使
用
を
勧
め
る
。

紫
外
線
量
が
近
年
増
加
す

症
状
が
出
ま
す
が
、
大
半
は

が
生
じ
る
加
齢
黄
斑
変
性
（

る
中
、
世
界
保
健
機
構

（
Ｗ

目
を
冷
や
す
な
ど
す
れ
ば
自

ま
ぶ
た
の
皮
膚
が
ん
な
ど
が

Ｈ
Ｏ
）
は
、
紫
外
線
が
体
に

及
ぼ
す
影
響
の
度
合
い
を
示

す
指
標

「
Ｕ
Ｖ
イ
ン
デ

ッ
ク

ス
」
を
活
用
し
、
対
策
を
実

施
す
る
よ
う
推
奨
す
る
。

紫
外
線
が
原
因
で
起
こ
る

目
の
病
気
は
、
急
性
と
慢
性

に
分
け
ら
れ
る
。

「紫
外
線

角
膜
炎
は
紫
外
線
に
よ
る
代

表
的
な
急
性
疾
患
で
、

『
雪

目
』
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
ス

キ
ー
や
海
水
浴
な
ど
、
昼
間

に
強
い
紫
外
線
を
浴
び
た
数

時
間
後

に
目
が
充
血

し
た
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受験 で合格 を勝 ち取 るには 、子 ど

もの心 の健康 が不可欠 です。しか し、

親子 の カ ウンセ リングを行 つてい る

とく親 が悪影響 を及 ぼ してい るケ ー

ス
:が

多い ことに気付 き ます。

大半 の親 は 「子 ど ものため に勉強

させ てい る」 と言い ますが 、 自身 の

プ ライ ドを満 たす こ とが動機 に紛れ

込 んでい る場合 がほ とん どです。「マ

マ友 の子 よ り良い学 校 に」 「失敗す

る と職場 で顔 が立 た ない 」― 。 自覚

のない場合が多 い ものの 、会 話 の端

々か らそんな心理 が浮 き彫 りにな り

ます 。

このよ うな場合 、子 ど もが思い通

りに勉強 してい ない と親 はい らい ら

が募 り、言葉 を荒 らせずて しま鷺ヽ が ち。

勉 強方法 につい て も必要以上 に細か

く管理 した くな るものです 。子 ども

は過剰 な ス トレスに さ らされ ヽギーうが

で心 が疲弊 して勉強 意欲 も枯渇 しか

ね ませ ん。脳 の用秒L体 (へん とうた

3-

い )が暴差 して記憶力や思考力の働

きが悪化 、成績が急落することもあ

ります。 ィ
こうした問題は、受験生がまだ幼

い申学受験でよ り深刻な弊害を生 じ

ます。子 どもの極度 の無気力状態や

不 登校 の原 因 にな る場合 も多 い で

す。

高校受験 は 中学受験 ほ ど過熱 して

い ない ためメ ン タル の トラブル は比

較 的起 き に くいですが 、そ の地方 の

名 門校 に入 れ るかで人 生 が決 まる、

受験の主役ιま子ども

とい う雰 囲気 が残 つてい る場合 もあ

り注意 は必要 です。

大学受験 で は 、本人 の希望 を無視

して親 が医学 部や難 関大 の受験 を押

し付 け 、子 ど もの心 に トラブ″ 々牛
み 出す場合 が。特 に注意 が必要 なの

は 、親 が 自身 の 出身大学 を基準 に し

て しま うことです。それ以上 の偏差

値 の大 学 に合 格 しない と敗 者 だ とい

う雰 囲気 が家 庭 内でか もし出 され る

と、努 力 して も届か ない子 はい たた

まれない気持 ちにな ります。

受験 の主役 はあ くまで子 ど もも親

は子 ど もフ ァース トの姿勢 を厳守 し

てサ ポ ー トして ほ しい です 。

(吉田たか よ し・本郷赤 門前 ク リニ

ック院長 、イ ラス トは小林 麻美 )
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目
の
紫
外
線
対
策
の
基
本

は
、
帽
子
を
か
ぶ
る
、
日
傘

を
さ
す
、
Ｕ
Ｖ
カ

ッ
ト
機
能

付
き
の
眼
鏡
や
サ
ン
グ
ラ
ス

ま
た
、
保
護
者
や
祖
父
母

ら
大
人
が
率
先
し
て
着
用
す

る
よ
う
に
心
掛
け
た
い
。「目

を
守
る
た
め
に
、
幼
い
頃
か

ら
外
出
時
の
サ
ン
グ
ラ
ス
使

用
を
習
慣
に
す
る
と
、
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ど

レ
ン
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の
色
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Ｕ
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伊
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医
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の
所
在
地
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ッ
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一

界

初
め
て
イ
タ
リ
ア
歩

奇
妙
な
絵
が
描
か
れ
″

々
の
行
動
規
範
を
示
十

も
の
で
あ
る
こ
と
を
節

東
洋

・
西
洋
に
か
ハ

徳
な
ど

「徳
目
」
を
尊

リ
シ
ヤ
以
来

「賢
明

・

四
つ
の
枢
要
徳
に
ま
井

て
き
た
の
で
す
。

こ
れ
は
そ
の

一
つ

一

レ
ア

・
デ
ッ
ラ

。
口
〕

レ
ン
ツ
エ
の
彫
刻
家
れ

優
美
な
陶
板
レ
リ
ト
「

こ
で
は
若
い
女
性
が
千

「
賢
明
」
表

鏡
を
持

っ
て
い
ま
す
。

な
の
で
し
ょ
う
か
。

賢
明
な
生
き
方
と
濤

鏡
が
あ
る
の
は
分
か
ゐ

禁
断
の
実
を
食
べ
る
予

ま
す
。
と
こ
ろ
が
新
勢

ス
ト
が
弟
子
た
ち
に

奇
妙
な
こ
と
に
女
”

す
。
賢
明
な
生
き
方
ル

れ
ば
こ
の
図
像
は

「
改

手
に
生
か
す
こ
と
」
」

こ
の
老
人
の
表
現
溝

な
い
図
像
は
逆
に
悪
猜

で
す
。
そ
の
場
合
に
荘

さ
れ
ま
す
。
自
分
を
」

て
い
ま
す
。

「
う
ぬ
ｐ

さ
て
残
り
の
三
つ
（

「剛
毅
」
は
精
神
的
ら

は
公
正
の
て
ん
び
ん
」

を
コ
ン
ト
ロ
ト
ル
す
ツ

表
さ
れ
る
こ
と
が
多
小

も
で
巻
い
て
い
る
女
離


